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環境にやさしいまち

JQA-EM2175
府中市は、環境の国際規格
ISO14001を取得しています

第254号

た
既
存
園
の
改
修
及
び
認
証
保

育
所
２
園
の
開
園
等
に
よ
り
、

２
０
１
名
の
定
員
増
を
予
定
し

て
い
る
。
高
齢
者
福
祉
施
策
で

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
床
を
図
り
、
障
害
者
福
祉
施

策
で
は
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス
を
増
便
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
健
全
で
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
堅
持

し
て
い
く
と
と
も
に
、
25
万
市

民
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち
に

住
む
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
、

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

７
日
間
に
わ
た
り
、
開
催
さ
れ

た
予
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
賛
成
・
反
対
討
論
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
関
連
記
事
２
・
３
ペ
ー
ジ
）

平
成
23
年
度

　

平
成
23
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、
平
成
23
年
度
府
中
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
29
件
を
審
議
し
た
結
果
、
可

決
28
件
、
同
意
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
提
出
議
案
は
意
見
書
１
件
を
審
議
、
議
員
提
出
議
案
も
意
見
書
１
件
を
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
７
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲

災
害
援
助
物
資
を
被
災
地
へ

　

主

な

施

策

主

な

施

策

緊
急
経
済
・
生
活
支
援
対
策
事
業

○
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
事
業

○
介
護
保
険
料
軽
減
事
業

新
規
事
業

○
任
意
予
防
接
種
費

○ 

ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
管
理

運
営
費

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業

○
私
立
保
育
所
入
所
運
営
費

○ 
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

施
設
管
理
運
営
費
車
両
移
送

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
予
算
総
額
が
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
８
３
億
５
０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
・

７
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

提
案
に
当
た
り
、
市
長
か
ら

「
23
年
度
予
算
は
、
市
税
や
各

種
交
付
金
、
競
走
事
業
か
ら
の

収
益
事
業
収
入
の
減
少
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
緊
急
経

済
・
生
活
支
援
対
策
を
継
続
さ

せ
る
と
と
も
に
、
将
来
世
代
に

よ
り
良
い
環
境
や
歴
史
・
文
化

等
の
伝
統
を
伝
え
る
こ
と
に
配

慮
し
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し

て
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
施

策
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成

を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
推
進
事

業
で
は
子
宮
頸
が
ん
、
Ｈ
ⅰ
ｂ

（
ヒ
ブ
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
、
保

育
所
の
待
機
児
解
消
に
向
け
て

は
、
民
間
の
認
可
保
育
所
１

園
、
分
園
１
園
を
開
園
し
、
ま

府
中
市
一
般
会
計
予
算
を
可
決

府
中
市
一
般
会
計
予
算
を
可
決

第
１
回
定
例
会
31
議
案
を
審
議

型
移
動
支
援
事
業

投
資
的
事
業

○
小
・
中
学
校
冷
房
化
事
業

　

意　

見　

書

意　

見　

書

◎
府
中
市
内
基
地
跡
地
に
お
け

る
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究

所
移
転
計
画
及
び
国
家
公
務
員

宿
舎
整
備
計
画
の
中
止
を
求
め

る
意
見
書

　

本
市
議
会
で
は
、
市
内
の
基

地
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

長
い
時
間
を
か
け
議
論
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
国
家
公

務
員
宿
舎
及
び
国
立
医
薬
品
食

品
衛
生
研
究
所
（
衛
生
研
）
を

視
野
に
入
れ
た
土
地
利
用
計
画

を
了
承
し
た
。

　

し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
、

一
昨
年
の
行
政
刷
新
会
議
に
よ

る
事
業
仕
分
け
に
よ
り
一
方
的

に
こ
れ
を
凍
結
後
、
今
日
に
至

っ
て
も
何
ら
方
向
性
す
ら
示
し

て
い
な
い
。
加
え
て
、
衛
生
研

の
移
転
計
画
に
つ
い
て
は
、
府

中
市
長
あ
て
に
多
く
の
反
対
署

名
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

へ
の
説
明
が
十
分
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
更
に
、
衛
生

研
か
ら
の
市
長
へ
の
回
答
で
は
、

市
民
の
不
安
を
軽
視
す
る
姿
勢

が
見
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
円

滑
な
推
進
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
計
画
を
中
止
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
す
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
衛
生
研
の
府
中
市

移
転
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
な

ど
２
項
目
を
強
く
要
望
す
る
。

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対

に
関
す
る
意
見
書

　

政
府
は
、
平
成
22
年
11
月
９

日
に
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定

し
、
こ
の
中
で
、「
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
環

境
整
備
を
早
急
に
進
め
る
と
と

も
に
、
関
係
国
と
の
協
議
を
開

始
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
撤

廃
の
例
外
措
置
を
認
め
な
い
完

全
な
貿
易
自
由
化
を
目
指
し
た

交
渉
で
あ
り
、
こ
れ
を
締
結
す

れ
ば
、
日
本
の
農
業
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

輸
入
制
限
の
解
除
や
労
働
市
場

の
開
放
な
ど
非
関
税
障
壁
の
撤

廃
を
も
目
的
と
し
て
お
り
、
国

民
生
活
の
安
定
を
脅
か
す
だ
け

で
な
く
、
日
本
と
い
う
国
の
在

り
方
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
我
が
国
の
食
料
安

全
保
障
と
両
立
で
き
な
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
は
参
加
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）

　

人

事

議

案

人

事

議

案

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に

市
長
か
ら
副
市
長
の
選
任
の
同

意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

田
中　

健
司　

氏
（
68
歳)

　東日本大震災で亡くなられた多く
の方々のご冥福を心よりお祈り申し
あげますとともに、被災された皆様
に心よりお見舞いを申しあげます。
｠ この度の事態は、我が国の経済、
社会、文化をも根底から揺るがす過
去に類を見ない重大な危機であり、
いまだ先行きが不透明な状況にあり
ます。このような中、私たち一人ひ
とりが、今何ができるのかを考え、
お互いに支え合っていくことが大切
です。
　本市議会も市民の皆様と手を携
え、この難局を乗り越えていくとと
もに、被災地の復興支援に取り組ん
でまいりたいと考えております。
　市民の皆様のご理解とご協力を心
よりお願い申しあげます。

府中市議会


